










 

われわれは、1970 年以降の 9年間に 227 例の小児パラプレジア症例を経験しているが、二

分によるものが 202例、89.0％を占め、他の原因によるものは僅かに 25例、11.0％にすぎ

なかった。 

 今回は、後者の原因を検討するとともに,小児パラプレジアにおける特徴の一つである成

長に伴う二次的な変化、すなわち脊柱変形、特に脊柱側彎、骨盤傾斜、股関節(亜)脱臼な

どの実態と、その発現に関与する因子などについて臨床的に検討した。 


